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ついて調査・分析し、さらに大学における EMI の方向性について論じる。 
 
2. EMI の諸相 
 本項では、EMI の歴史的な推移について概観し、EMI について文部科学省の取り
組みを紹介した後に、日本の大学での EMI の扱いを 5つのパターンに分類する。 
 
(1) EMI に至る背景 
いかなる言語教育においても、内容が欠落しているというものは存在しない。










CBLT（Content-Based Language Teaching）であるが、その始まりは 1960 年代
の 2 つの大きな動きに見られる。一つは、イギリスにおける ESP（English for 
Specific Purposes）であり、もう一つはカナダの Immersion Programs である。
前者は大学等において、第二言語学習者にビジネス、科学、医学といった特定の
分野を中心として英語教育を施すものである。この流れは現在も続いており、日






ESP や Immersion が独自の発展をする中で、CBLT は 1980 年代になって第
二言語教育に重要な位置を示すようになる。Brinton, Snow and Wesche (1989)
は、CBLT を以下の用に定義している。 
 
We define content-based instruction as the integration of particular content 
with language-teaching aims. More specifically, since we are dealing 
primarily with postsecondary education, it refers to the concurrent 
teaching of academic subject matter and second language skills. 









権問題などのいわゆる Global Issues をテーマとした教科書も多数出版されてい
る。 
 CBLT は 2000 年代になってから CLIL（Content and Language Integrated 
Learning）という新しい教授法に進化している。CLIL は、Content（教科内容・
トピック）、Communication（言語知識・技能）、Cognition（低次思考力・高次思













(2) EMI の定義 




CLIL、CBLT、EMI の比較をしているが、EMI は Immersion に最も近いものと
捉えてよいだろう。Immersion も国や地域によって差があるので、一概に比べら









行われている EMI は、少なくとも上記の条件は満たしていると言ってよい。 
 
















のは 305 大学（41％）あり、英語による授業のみで卒業できる大学学部が 40 大
学（5.1％）、73 学部（3.0％）となっている。学部段階の英語による授業は、2005
年の 32％（726 大学のうち 233 大学）に比べると 10％近く伸びており、この傾
向は今後も続いていくと言えるだろう。 
 
(4) 大学における EMI のタイプ 
 現在日本の大学で行われている EMI は、様々なパターンが存在するが、以下



























ターンは ESP 型とブリッジ型に集約されていると言ってよいだろう。 
 
3. SGU における EMI 実態調査 











(2)  被験者 
国際学部の学生 46名および経営学部の学生 81名にアンケート調査を行った













いう 3 点に絞り、データをまとめ、分析した。 
 










に少ないと推測できる。また、SGU プログラムの基幹である Toyo Global 





























くこなしているのはおよそ 2 割程度というのが現実である。 
 次に授業ノートが取れているかについては、経営学部 14％、国際学部 11％の
学生が全くノートを取れていないと答えている。少しだけノートが取れているは、





ければノートが取れない学生が 5 割以上いる。 
 授業中に学生同士で英語を使用してインターアクションをしているかについて


































学習者がそれに呼応するという TPR（Total Physical Response）的な要素を取り
入れることも可能であろう。 
























































   第三の意義は、日本人学生の海外留学準備の手助けとなることである。アメリ
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①全く意識しなかった  ②少し意識した  ③ある程度意識した   
④かなり意識した    ⑤スーパーグローバル大学であるから入学した 
2  あなたは Toyo Global Diamonds について知っていますか。 
  ①全く知らない  ②聞いたことはある  ③少しは知っている   
④よく知っている  ⑤実際に取り組んでいる 
3 あなたの TOEIC の点数は何点ですか。 




① 1～2 科目 ②3～4科目 ③5～6科目 ④ 7～8 科目 ⑤9科目以上 
5   4 で英語が母語（ネイティブ）の先生は何人いましたか。 
① 1 人 ② 2 人 ③ 3 人 ④ 4 人 ⑤ 5 人以上 
6   4 で英語を教えることを専門としている先生（英語教員）は何人いましたか。 
 ① 1 人② 2 人 ③ 3 人 ④ 4 人 ⑤ 5 人以上 
7  英語で専門科目を学びたいと思った 1番の理由は何ですか。 
①英語の能力を伸ばしたいから    
②専門知識に関することを英語で学びたいから   
③就職の役に立つから         
④TGL（Toyo Global Diamonds）の認定を受けたいから 
⑤ その他（具体的に書いてください） 
8  英語で行われている科目について、履修前にシラバスを読んでいますか。  
①全く読んでいない  ②一部だけ読んだ  ③ざっと目を通した   
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④詳しく読んだ    ⑤2 回以上読んだ 
9  教員の英語による授業をどれくらい理解できていますか。 
①ほとんど理解できていない  ②2～3割程度は理解できている   
③半分くらい理解できている  ④7 割程度理解できている   
⑤ほとんど理解できている 
10  授業内容をノートにとれていますか。 
①全くノートが取れていない    ②少しだけノートが取れている   
③半分くらいノートが取れている  ④7 割程度ノートが取れている   
⑤ほとんど完璧にノートが取れている 
11  授業ノートは英語でとっていますか。 
①日本語で取っている   
②日本語が中心であるが一部英語で取っている  
③英語と日本語を半々で取っている 
④英語が中心であるが一部日本語で取っている     
⑤英語で取っている 
12  毎回、授業中に学生同士で英語のやり取りはありますか。 
①全くない  ②1～2回度程度ある  ③3～4回程度ある   
④5～6回程度ある  ⑤頻繁にある 
13  毎回、授業中に学生同士で日本語を使用することはありますか。 
①全くない  ②1～2回度程度ある  ③3～4回程度ある   
④5～6回程度ある  ⑤頻繁にある 
14  各学期間において、授業中に英語で質問したことはありますか。 
①全くない  ②学期に 1～2回程度ある  ③学期に 3～4回程度ある   
④学期に 5～6回程度ある ⑤学期に 7回以上ある 
15  授業外で共同学習をすることがありますか。 
①全くない  ②学期に 1～2回程度ある  ③学期に 3～4回程度ある   
④学期に 5～6回程度ある ⑤学期に 7回以上ある 
16  英語で専門科目を学ぶことによって、英語能力が上がったと思いますか。 
①全く伸びていない  ②少しだけ伸びた  ③ある程度伸びた   
④かなり伸びた    ⑤大いに伸びた 
17  16 で③、④、⑤を選んだ人で、何が一番伸びたと思いますか。 
    ①リスニング力  ②リーディング力  ③スピーキング力   
④ライティング力  ⑤その他（具体的に書いてください） 
18  日本語による授業と比べて、英語による科目により多くの予習・復習の時
間を割いていますか。 
①変わらない   
②英語による授業の方に 2割程度多く時間を割いている   
③英語による授業の方に 5割程度多く時間を割いている   
④英語による授業の方に 7割程度多く時間を割いている   
⑤英語による授業の方に倍の時間を割いている 
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19  英語より日本語で学ぶ方が、深く学べると思いますか。 
①変わらない   
②日本語の方が少しだけ深く学べる   
③日本語の方がより深く学べる 
④日本語の方がかなり深く学べる   
⑤日本語の方が圧倒的に深く学べる 
20  今以上に英語による専門科目が増えた方がよいと思いますか。 
①今の程度でよい   
②専門科目の 5％程度は英語にすべき   
③専門科目の 10％程度は英語にすべき 
④専門科目の 20％程度は英語にすべき   
⑤専門科目の 30％程度は英語にすべき 
21  大学の国際化から何を一番連想しますか。 
①多くの授業が英語になる    ②海外留学生が増加する 
③外国人教員が増加する     ④世界的に名が知られる大学になる 
⑤その他（具体的に書いてください） 
22  東洋大学が国際化を目指していることについてどう思いますか。 
①何にも感じない             ②無理をしなくてもよい 
③大学の方針なのだからしょうがない    ④賛成している 
⑤もっと進めるべきである 
 
（2020 年 1 月 5 日受理） 
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